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604-0965 京都市中京区柳馬場通二条上る六丁目 283 

            京都ハリストス正教会 内 

                    電話・FAX （075）231－2453 

                   郵便振替口座  01030－5－18547 

 

～内容～ 

教区会議、全国公会、教区ニュース 

ナファナイル小川師『四国に於ける伝道記憶』 

グリゴリイ伊藤師『上海に残るロシアの痕跡』 

          その他 

上
海
聖
母
大
堂  

上
海
市
新
楽
路
五
五
号
。
一
九
三
六
年
、
亡
命
ロ
シ
ア

人
の
献
金
に
よ
っ
て
建
立
。
一
九
六
二
年
に
主
教
が
永
眠

す
る
と
と
も
に
活
動
を
停
止
し
、
今
は
使
用
さ
れ
て
い
な

い
。 
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西
日
本
主
教
教
区 

教
区
会
議 

 

 

六
月
一
六
日
（
日
）
西
日
本
主
教
教
区
「
教

区
会
議
」
が
京
都
正
教
会
、
生
神
女
福
音
大

聖
堂
、
西
日
本
教
区
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開

催
さ
れ
た
。 

 

司
祭
会
議
・
教
区
理
事
会 

 
 

 
 

 
 

（
一
四
日
・
一
五
日
） 

 

 

教
区
会
議
開
催
に
向
け
、
一
四
日
（
金
）

午
後
一
時
半
～
司
祭
会
議
、
一
五
日
（
土
）

午
前
司
祭
会
議
、
午
後
一
時
会
計
監
査
、
二

時
～
理
事
会
。
理
事
会
で
は
、
過
年
度
と
新

年
度
の
業
務
報
告
・
計
画
：
及
川
、
財
務
諮

問
委
：
松
島
師
、
諸
規
則
委
：
後
藤
師
、
宣

教
企
画
委
：
伊
藤
師
、
決
算
報
告
（
教
区
セ

ン
タ
ー
含
）
・
監
査
報
告
・
予
算
案
説
明
・

承
認
：
佐
藤
財
務
部
長
、
教
区
宣
教
献
金
の

概
要
・
御
礼
等
、
こ
れ
ら
す
べ
て
を
原
案
ど

お
り
本
会
議
に
か
け
る
事
が
決
議
、
承
認
。

全
国
公
会
代
議
員
と
会
計
監
査
が
推
薦
・
承

認
さ
れ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教
区
会
議 

 

 
 
 

新
年
度
教
区
活
動
と
懇
親
会 

 
 

 

一
六
日
（
日
）
午
前
聖
神
降
臨
祭
聖
体
礼

儀
、
大
阪
・
神
戸
・
名
古
屋
・
豊
橋
は
じ
め

西
日
本
か
ら
参
集
し
た
信
徒
が
聖
歌
隊
に

参
加
し
た
。
十
字
架
接
吻
の
前
に
、
ダ
ニ
イ

ル
座
下
か
ら
京
都
正
教
会
へ
記
念
の
聖
像

と
大
福
音
書
、
信
徒
に
は
乳
香
が
贈
呈
さ
れ

た
。 

昼
食
後
す
ぐ
に
本
会
議
。
議
長
ダ
ニ
イ
ル

座
下
の
ご
指
名
に
よ
り
副
議
長
に
松
島

師
・
佐
藤
孝
雄
兄
ほ
か
議
事
役
員
の
選
任
の

あ
と
議
事
進
行
。
理
事
会
か
ら
上
程
さ
れ
た

過
年
度
と
新
年
度
の
業
務
報
告
・
計
画
、
教

団
三
委
員
会
報
告
、
財
務
部
長
か
ら
決
算
報

告
（
教
区
セ
ン
タ
ー
含
）
・
監
査
報
告
・
予

算
案
の
説
明
と
承
認
等
が
行
わ
れ
た
。
新
た

に
神
戸
の
尾
又
慎
一
副
輔
祭
を
会
計
監
査

に
選
任
。 

宣
教
・
牧
会
に
関
す
る
懇
談
会
で
は
、
大

阪
の
山
川
兄
の
提
題
・
司
会
、
福
岡
の
市
来

兄
、
豊
橋
の
三
井
兄
等
、
意
見
交
換
が
行
わ

れ
た
。 

宣
教
活
動
と
し
て
は
教
区
セ
ン
タ
ー
を

活
か
し
た
講
演
会
・
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
諸

行
事
、
名
古
屋
：
冬
季
セ
ミ
ナ
ー
、
大
阪
：

奉
神
礼
基
礎
講
座
、
広
島
祈
祷
集
会
な
ど
。

出
版
物
、
西
日
本
正
教
年
二
回
発
行
、
宣
教

冊
子
、
宣
教
献
金
募
集
広
報
は
一
一
月
。 

さ
い
ご
に
七
月
全
国
公
会
代
議
員
が
選

任
さ
れ
、
四
時
に
会
議
終
了
、
記
念
写
真
。

京
都
婦
人
会
に
よ
る
温
か
な
お
も
て
な
し

の
懇
親
会
。
広
大
な
西
日
本
各
地
か
ら
参
集

し
た
信
徒
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
（
及
川
記
）
。 
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全
国
公
会 

開
催 

    

 

七
月
六
日
（
土
） 

 

東
京
ニ
コ
ラ
イ
会
館
に
お
い
て
、
一
三
時

半
開
会
祈
祷
、
ダ
ニ
イ
ル
府
主
教
座
下
の
開

会
宣
言
に
よ
り
一
九
年
度
全
国
公
会
を
開

始
。
議
長
ダ
ニ
イ
ル
座
下
の
ご
指
名
に
よ

り
、
副
議
長
・
書
記
・
議
事
録
署
名
人
・
議

事
運
営
委
員
等
が
選
任
さ
れ
た
。
そ
の
あ
と

副
議
長
の
司
会
の
も
と
、
ダ
ニ
イ
ル
座
下
の

訓
示
、
宗
務
総
局
の
教
団
活
動
報
告
：
及
川

師
、
財
務
諮
問
委
：
松
島
師
、
全
国
宣
教
企

画
委
：
水
野
師
、
諸
規
則
検
討
委
：
桝
田
師

が
つ
づ
い
た
。 

会
議
後
、
宣
教
懇
談
会
が
、
福
岡
伝
道
所

の
市
来
兄
の
司
会
で
行
わ
れ
た
。 

夕
方
六
時
か
ら
東
京
復
活
大
聖
堂
で
晩

祷
が
執
り
行
わ
れ
た
。 

     

七
日
（
日
） 

 

午
前
中
、
ダ
ニ
イ
ル
府
主
教
座
下
、
セ
ラ

フ
ィ
ム
大
主
教
座
下
、
全
国
の
司
祭
が
陪
祷

す
る
主
日
聖
体
礼
儀
。
祈
祷
中
、
昇
叙
す
る

三
人
の
司
祭
に
祝
福
。
説
教
：
中
西
師
、
領

聖
後
、
教
役
者
記
憶
リ
テ
ィ
ヤ
が
執
行
さ
れ

た
。 

 

昼
食
後
、
公
会
第
二
日
目
の
日
程
案
に
沿

っ
て
議
事
再
開
、
過
年
度
決
算
報
告
：
小
島

財
務
部
長
・
監
査
報
告
、
予
算
案
上
程
が
行

わ
れ
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
承
認
。
会
計

監
査
の
選
任
な
ど
の
議
事
の
あ
と
、
ダ
ニ
イ

ル
座
下
の
所
信
表
明
、
昨
年
購
入
さ
れ
た
伊

豆
熱
海
の
土
地
の
使
用
等
の
凍
結
の
発
表
、

東
日
本
大
震
災
復
興
の
掉
尾
を
飾
る
昨
年

秋
の
岩
手
県
山
田
正
教
会
復
活
会
堂
成
聖

に
つ
い
て
、
山
田
正
教
会
、
白
土
六
郎
兄
の

御
礼
の
言
葉
、
教
団
人
事
の
発
表
、
セ
ラ
フ

ィ
ム
座
下
の
閉
会
の
言
葉
に
よ
り
閉
会
。
閉

会
祈
祷
、
記
念
写
真
、
祝
賀
会
を
も
っ
て
公

会
は
無
事
終
了
し
た
。 

長
年
、
教
団
会
計
監
査
で
あ
っ
た
京
都
の

佐
藤
孝
雄
兄
が
退
任
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
遠
く
西
日
本
か
ら
出
席
さ
れ
た
皆

様
、
猛
暑
の
中
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
及
川
記
） 
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教
団
人
事 

（
正
式
に
は
八
日
一
日
発
令
予
定
） 

 

☆
昇
叙
と
祝
福 

 

 
 

昇
叙
・
祝
福 

 

長
司
祭
ク
リ
メ
ン
ト
児
玉
慎
一
師
（
仙
台
） 

 
 

 

飾
十
字
架
・
パ
リ
ツ
ァ
佩
用 

 
 

祝
福 

 
 

司
祭
イ
ア
コ
フ
篠
永
眞
師
（
苫
小
牧
） 

 
 

金
十
字
架
・
カ
ミ
ラ
フ
カ
・ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

ナ
ベ
ト
ロ
ニ
ク
佩
用 

 

祝
福 

 

司
祭
グ
リ
ゴ
リ
イ
水
野
宏
師
（
横
浜
） 

 

金
十
字
架
・
カ
ミ
ラ
フ
カ
・ 

 
 

 
 

 
 

ナ
ベ
ト
ロ
ニ
ク
佩
用 

 

祝
福 

 

自
給
伝
教
者
パ
ウ
ェ
ル
伊
勢
良
行
先
生 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
大
船
渡 

盛
） 

 

☆
人
事
異
動 

＋
函
館
正
教
会
（
上
磯
含
） 

 
 

当
面
、
仙
台
・
中
新
田
・
白
河
兼
務 

管
轄 

任
命 

祝
福 

 

 
 

長
司
祭
ク
リ
メ
ン
ト
児
玉
慎
一
師 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
仙
台
離
任
） 

＋
仙
台
正
教
会
（
中
新
田
・
白
河
含
） 

 
 

 
 

当
面
、
盛
岡
管
区
兼
務 

管
轄 

任
命 

祝
福 

 
 

 
 

長
司
祭 

ダ
ヴ
ィ
ド
水
口
優
明
師 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
盛
岡
離
任
） 

＋
札
幌
正
教
会
（
副
司
祭
） 

管
轄 

任
命 

祝
福 

 

 
 

司
祭
エ
フ
レ
ム
後
藤
悠
太
師 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
神
戸
離
任
） 

＋
人
吉
正
教
会
（
九
州
管
区
） 

管
轄 

任
命 

祝
福 

 

 
 

司
祭
グ
リ
ゴ
リ
イ
水
野
宏
師 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
横
浜
離
任
） 

＋
神
戸
正
教
会 

管
轄 

任
命 

祝
福 

 

 
 

司
祭 

ワ
シ
リ
イ 

杉
村
太
郎
師 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
人
吉
離
任
） 

＋
盛
岡
正
教
会
（
予
定 

司
祭
叙
聖
後
） 

管
轄 

任
命 
祝
福 

 

 
 

ピ
ー
メ
ン
松
島
拓
神
学
生 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
正
教
神
学
院
卒
業
） 

 

☆
管
轄
等
に
つ
い
て 

 ＋
福
島
正
教
会 

 

 
 

仙
台
正
教
会
に
吸
収
合
併 

＋
横
浜
と
手
賀
正
教
会 

 

 
 

東
京
大
主
教
教
区 

宗
務
局
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

監
督
下
の
運
営 

＋
宇
都
宮
正
教
会 

 

 
 

司
祭
ミ
ハ
イ
ル
対
中
秀
行
師
（
東
京
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

兼
務 

＋
和
歌
山
と
柳
井
原
正
教
会 

 

 
 

西
日
本
主
教
教
区 

宗
務
局
長 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

監
督
下
の
運
営 

＋
中
国
地
方
（
広
島
含
） 

 
 

 
 

西
日
本
主
教
教
区 

宗
務
局
で
検
討 

＋
修
道
院
計
画
案
（
熱
海
の
土
地
含
） 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

凍
結
・
閉
鎖 

 
 

 

☆
教
団
役
員
人
事 

 

新
任 

宗
務
総
局
役
員 

 

 
 

 

司
祭
デ
ィ
ミ
ト
リ
イ
田
中
仁
一
師 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
小
田
原
） 

 

 

新
任 

教
団
会
計
監
査
（
任
期
一
年
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

イ
オ
ナ
近
藤
孝
邦
兄
（
東
京
） 

 
 
 

ダ
リ
ヤ
吉
永
孝
子
姉
（
東
京
） 

 

☆
休
職 

長
司
祭
イ
サ
イ
ヤ
酒
井
以
明
師(

豊
橋)
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教
区
ニ
ュ
ー
ス 

 第
四
回
奉
神
礼
基
礎
講
座 

 

奉
神
礼
を
楽
し
く 

 
―

聖
体
礼
儀
「
ア
ミ
ン
」
（
然
り
） 

 

三
月
二
一
日
（
木
祝
）
、
西
日
本
主
教
区

教
区
行
事
、
第
四
回
「
奉
神
礼
基
礎
講
座
」

が
、
大
阪
教
会
で
開
催
さ
れ
二
十
八
名
が
参

集
し
ま
し
た
。
講
師
は
ゲ
オ
ル
ギ
イ
松
島
神

父
と
、
マ
リ
ア
松
島
姉
。 

ま
ず
前
回
の
復
習
と
し
て
正
教
奉
神
礼

の
基
調
は
「
前

に
進
む
」
、「
門

を

入

っ

て

新

し

い

世

界

に

入
る
」
動
き
で

あ

る

こ

と

が

確

認

さ

れ

ま

し
た
。
「
奉
神

礼

」

の

原

語

「

リ

ト

ゥ

ル

ギ

ア

」

は

「
人
々
の
仕
事
」
の
意
味
で
、
ハ
リ
ス
ト
ス

を
頭
と
し
た
教
会
の
共
同
の
仕
事
で
あ
る

こ
と
、
そ
れ
を
最
も
端
的
に
表
し
て
い
る
祈

り
「
ア
ミ
ン
」
の
聖
書
的
な
意
味
、
さ
ら
に
、

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
信
仰
姿
勢
と
し
て
、
常
に

ハ
リ
ス
ト
ス
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
救

い
へ
の
合
意
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

知
っ
た
上
で
、
聖
体
礼
儀
冒
頭
の
「
ア
ミ
ン
」

を
歌
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
聖
体
礼
儀
の
中
心

で
あ
る
ア
ナ
フ
ォ
ラ
（
聖
変
化
）
の
「
ア
ミ

ン
」
は
主
の
こ
と
ば
「
取
り
て
食
ら
え
」
に

対
し
て
の
「
ア
ミ
ン
＝
そ
の
通
り
で
す
。
受

け
ま
す
」
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
歌
い
ま

す
。 午

後
か
ら
は
「
大
斎
か
ら
復
活
祭
」
が
毎

日
、
毎
週
の
サ
イ
ク
ル
と
し
て
繰
り
返
さ
れ

る
「
す
ぎ
こ
し
」
の
完
成
で
あ
る
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。
最
後
は
大
斎
晩
課
を
受
講
者
で

誦
経
分
担
し
、
ぴ
っ
た
り
息
の
合
っ
た
晩
課

を
祈
り
ま
し
た
。 

次
回
は
九
月
二
三
日
（
月
祝
）
、
「
ポ
ロ

キ
メ
ン―

誦
経
と
聖
歌
の
掛
け
合
い
」
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
堂
役
、
聖
歌
、
誦
経
に
奉

仕
し
て
お
ら
れ
る
方
、
正
教
奉
神
礼
に
関
心

を
お
持
ち
の
方
、
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た

だ
け
ま
す
。
次
回
は
ぜ
ひ
ご
一
緒
に
。 

正
教
会 

春
の
コ
ン
サ
ー
ト 

 
 

 

五
月
六
日
（
月
祝
）
午
後
二
時
～
三
時
、

京
都
の
西
日
本
教
区
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

表
記
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
。
ま
ず
一
時
四
五

分
～
、
協
賛
：
関
西
盲
導
犬
協
会
の
啓
蒙
活

動
。
盲
導
犬
訓
練
士
が
Ｐ
Ｒ
犬
バ
ー
ネ
ン
号

と
共
に
、
現
場
を
意
識
し
た
実
地
の
シ
ュ
ミ

レ
ー
シ
ョ
ン
、
歩
行
演
習
な
ど
盲
導
犬
の
仕

事
を
紹
介
。
全
国
の
視
覚
障
害
者
、
盲
導
犬

貸
与
希
望
者
約
一
万
人
に
対
し
て
、
現
実
に

は
千
頭
に
も
満
た
な
い
盲
導
犬
が
活
躍
し

て
い
る
と
の
こ
と
。
今
回
の
募
金
が
、
盲
導

犬
の
育
成
と
仕
事
を
終
え
引
退
し
た
盲
導

犬
の
老
後
生
活
に
す
こ
し
で
も
役
立
つ
よ

う
祈
り
ま
す
。 

コ
ン
サ
ー
ト
は
、「
フ
ォ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
」

に
よ
る
合
唱
。
男
性
歌
手
四
人
、
女
性
ピ
ア

ニ
ス
ト
一
人
の
五
人
。
同
志
社
グ
リ
ー
ク
ラ

ブ
の
卒
団
生
が
結
成
し
、
一
九
八
○
年
頃
か

ら
活
躍
。
団
員
の
年
齢
差
二
○
歳
、
平
均
年

齢
七
○
歳
の
合
唱
団
。
京
都
正
教
会
の
聖
歌

指
揮
者
キ
リ
ル
佐
藤
道
雄
兄
が
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。
な
つ
か
し
い
歌

が
日
本
語
と
英
語
で
一
○
曲
以
上
披
露
さ

れ
ま
し
た
。
〝N

i
g
h
t
 
a
n
d
 
D
a
y

〟
〝
涙
そ
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う
そ
う
〟
〝
街
の
灯
〟
〝T

a
k
e
 
M
e
 
H
o
m
e
,
 

C
o
u
n
t
r
y
 
R
o
a
d
s

（
故
郷
に
帰
り
た
い
）
〟

な
ど
で
す
。
あ
ま
り
に
見
事
な
歌
声
に
ア
ン

コ
ー
ル
、
さ
ら
に
二
曲
歌
わ
れ
ま
し
た
。
フ

ォ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
の
皆
様
に
感
謝
し
ま
す
。

ま
た
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
っ
た
大
阪
正
教

会
の
松
島
師
ご
夫
妻
、
信
徒
の
皆
様
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
出
席
者
八
二
人
、

西
日
本
主
教
教
区
主
催
。 

会
の
あ
と
の
聖
堂
拝
観
に
一
四
人
の
市

民
の
参
加
。
こ
れ
か
ら
も
根
気
よ
く
宣
教
活

動
を
つ
づ
け
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝

し
ま
す
。 

 
 
 

 
 

 
 

 

（
及
川
記)

 
 

 
 

 

            

 

               
広
島
地
区 

復
活
祭
宣
教
祈
祷
集
会 

(

教
区
後
援 

 

聖
体
礼
儀
と
講
演)

 

 

復
活
大
祭
後
の
光
明
週
間
の
水
曜
日
（
五

月
一
日
）
、
広
島
袋
町
学
区
会
館
で
広
島
地

区
の
信
徒
、
求
道
者
十
二
名
が
参
加
し
復
活

祭
聖
体
礼
儀
を
お
祝
い
し
、
午
後
か
ら
は

「
聖
体
礼
儀 

正
し
い
食
事
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
、
正
教
会
の
機
密
に
つ
い
て
の
と
ら
え

方
を
、
松
島
神
父
が
講
演
し
ま
し
た
。
他
教

派
か
ら
の
参
加
者
五
名
を
交
え
て
九
名
が

聴
講
し
ま
し
た
。
一
一
月
に
予
定
さ
れ
て
い

る
秋
の
集
会
は
一
一
月
二
四
日
（
日
）
、
ち

ょ
っ
と
趣
向
を
変
え
て
広
島
の
皆
さ
ん
に

教
区
全
体
か
ら
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。
同
封

の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
下
さ
い
。 

 

京
都 

感
謝
祈
祷
と
聖
鐘
の
成
聖 

 

四
月
七
日
（
日
）
聖
な
る
階
梯
者
聖
イ
オ

ア
ン
の
主
日
聖
体
礼
儀
後
、
感
謝
祈
祷
と
聖

鐘
の
成
聖
祈
祷
を
執
り
行
い
ま
し
た
。
感
謝

祈
祷
は
、
新
入
学
・
進
学
・
進
級
・
就
職
な

ど
を
祝
う
も
の
で
、
子
ど
も
ば
か
り
で
な

く
、
た
く
さ
ん
の
大
人
も
参
祷
。
聖
鐘
は
昨

年
末
に
ヒ
ビ
割
れ
た
小
鐘
（
直
径
三
○
セ
ン

チ
、
重
さ
約
一
五
キ
ロ
）
を
新
調
、
芳
工
房

製
で
す
。
信
徒
二
家
庭
に
よ
る
献
納
で
あ

り
、
深
く
感
謝
し
ま
す
。
こ
の
日
は
、
生
神

女
福
音
祭
、
京
都
聖
堂
の
堂
祭
に
も
あ
た

り
、
い
つ
に
も
ま
し
て
盛
大
な
祝
い
と
な
り

ま
し
た
。
成
聖
祈
祷
後
、
さ
っ
そ
く
小
鐘
が

鐘
楼
に
取
り
付
け
ら
れ
、
五
か
月
ぶ
り
に
七

つ
の
聖
鐘
が
そ
ろ
い
、
小
鐘
二
個
に
よ
る
連

打
も
復
活
、
美
し
い
鐘
の
音
が
響
き
わ
た
り

ま
し
た
。 
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南
通
（
上
海
近
郊
）
に
お
け
る
新
船
成
聖
式 

  

七
月
三
日
、
中
国
南
通
市
（
上
海
近
郊 

車
で
二
時
間
ほ
ど
の
距
離
）
に
お
い
て
ギ
リ

シ
ャ
船
舶
の
新
船
成
聖
式
を
伊
藤
神
父
が

行
い
ま
し
た
。
本
船
は
愛
媛
県
今
治
の
船
会

社
がN

A
C
K
S

（
中
国
の
造
船
会
社

C
O
S
C
O

と

川
崎
重
工
の
合
弁
会
社
）
に
発
注
し
、
ギ
リ

シ
ャ
のN

A
V
I
O
S

社
が
運
用
す
る
も
の
で
す
。

以
前
、
同
社
の
船
を
及
川
神
父
様
が
成
聖
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
今
回
、
西
日
本
主
教
区
に

ご
祈
祷
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
N
A
V
I
O
S

社
のC

E
O

ア
ン
ゲ
リ
・
フ
ラ
ン
ゴ

ウ
氏
に
よ
っ
て
船
は
「N

A
V
I
O
S
 

L
I
B
R
A

」

と
命
名
さ
れ
、
続
い
て
船
内
ブ
リ
ッ
ジ
に
移

動
し
て
、
神
父
が
新
船
成
聖
式
な
ら
び
に
航

海
安
全
祈
祷
を
行
い
ま
し
た
。N

A
V
I
O
S
 

L
I
B
R
A

は
鉄
鉱
石
や
石
炭
を
運
搬
す
る
貨
物

船
で
す
。
七
月
末
ま
で
に
艤
装
（
船
の
装
備

を
整
え
る
こ
と
）
を
済
ま
せ
、
就
航
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

                 

グ
リ
ゴ
リ
イ
水
野
師
、
人
吉
へ 

 

人
吉
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
管
轄
司
祭
を

拝
命
し
ま
し
た
グ
リ
ゴ
リ
イ
水
野
宏
で
す
。 

四
〇
代
で
会
社
員
人
生
と
決
別
し
、
ち
ょ
う

ど
一
〇
年
前
に
司
祭
に
叙
せ
ら
れ
て
以
来
、

ニ
コ
ラ
イ
堂
と
横
浜
教
会
で
奉
職
し
て
参

り
ま
し
た
。 

 

私
は
今
年
で
五
六
歳
で
す
が
、
こ
の
た
び

九
州
で
の
宣
教
を
拝
命
し
た
こ
と
は
、
旅
を

続
け
て
多
く
の
人
々
を
信
仰
に
導
い
た
聖

使
徒
パ
ウ
ェ
ル
と
同
様
の
機
会
が
自
分
に

与
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え
、
大
い
に
心
が
燃 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

え
上
が
っ
て 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

お
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

今
後
も
末 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

永
く
よ
ろ
し 

 
 

 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

く
お
願
い
申 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

し
上
げ
ま
す
。 

 

エ
フ
レ
ム
後
藤
師
、
札
幌
へ
転
任 

 

神
学
校
卒
業
後
、
七
年
間
、
西
日
本
主
教

区
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
困
難
と
挫
折

の
連
続
で
し
た
が
、
神
父
様
方
や
信
徒
の
皆

様
の
ご
協
力
、
そ
し
て
神
の
恵
み
の
中
で
、

神
品
と
し
て
半
歩
は
歩
み
出
せ
た
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。
北
の
大
地
で
頑
張
り
ま
す
。 
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今
か
ら
百
四
十
二
年
前
の
明
治
十
年

に
、
徳
島
に
正
教
が
伝
道
さ
れ
、
四
国
に

於
い
て
最
初
．
．
の
基
督
教
の
始
ま
り
と
な
っ

た
。 

 

大
阪
・
高
麗
橋
付
近
に
明
治
七
年
、
伝

道
所
が
設
け
ら
れ
、
和
歌
山
に
は
翌
八
年
、

当
時
は
汽
船
を
利
用
し
て
寄
港
で
き
る

町
々
に
伝
教
者
を
派
遣
、
西
へ
西
へ
と
足

を
伸
ば
し
て
い
る
。 

 

始
め
て
徳
島
へ
派
遣
さ
れ
た
の
は
伝
教

者
パ
ウ
ェ
ル
中
小
路
で
あ
っ
た
。
彼
は
丹

波
篠
山
の
人
と
言
わ
れ
て
い
る
が
は
っ
き

り
と
は
判
ら
な
い
。
こ
の
後
を
継
い
だ
司

祭
の
曾
祖
父
シ
メ
オ
ン
小
川
一
郎
の
履
歴

書
な
る
も
の
に
、
パ
ウ
ェ
ル
中
小
路
伝
教

者
の
名
前
が
誠
一
郎

．
．
．
と
書
か
れ
て
い
た
。 

 

「
私
儀
、
明
治
十
年
八
月
、
阿
波
の
国
・

中
通
町

な
か
と
お
り
ま
ち

、
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
に
於
い
て
、

伝
教
者
・
中
小
路
誠
一
郎
よ
り
ハ
リ
ス
ト

ス
正
教
の
教
理
を
聴
聞
し
後
、
信
徒
と
な

ら
ん
と
の
希
望
を
以
て
管
轄
司
祭
イ
ア
コ

フ
高
屋
仲
よ
り
十
一
年
一
月
に
洗
礼
を
領

け
、
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
の
信
徒
と
な
り
、

翌
十
二
年
七
月
よ
り
伝
教
に
従
事
」
と
あ

る
。 

 

七
月
は
全
国
公
会
が
開
催
、
徳
島
の
伝

教
者
パ
ウ
ェ
ル
中
小
路
、
伝
教
補
シ
メ
オ

ン
小
川
、
管
轄
司
祭
は
大
阪
在
住
の
イ
ア

コ
フ
高
屋
仲
、
大
阪
か
ら
鹿
児
島
迄
の
広

範
囲
を
管
轄
し
て
い
る
。 

 

明
治
十
四
年
の
公
会
で
小
川
一
郎
は
副

伝
教
者
と
な
り
、
徳
島
各
地
を
駆
け
巡
っ

て
い
る
。
彼
が
入
信
し
た
時
は
士
族
崩
壊

の
時
代
、
小
川
一
郎
始
め
、
廣
岡
・
益
田

と
言
っ
た
蜂
須
賀
家
の
家
臣
が
正
教
徒
と

な
り
活
躍
を
始
め
る
。
し
か
し
、
基
督
教

へ
の
弾
圧
も
強
く
、
小
川
一
郎
・
一
家
は

村
八
分
に
さ
れ
て
し
ま
い
、
周
囲
か
ら
は

耶
蘇
教
と
詈

の
の
し

ら
れ
、
石
を
投
げ
ら
れ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。
彼
は
妻
を
早
く
に
亡

く
し
、
子
供
も
幼
く
廣
岡
家
の
末
娘
・
六
女

む

め

と
再
婚
し
た
。
そ
の
為
、
大
正
四
年
の
永

眠
す
る
ま
で
、
伝
教
者
を
貫
い
た
。 

 

ニ
コ
ラ
イ
益
田
永
武
は
徳
島
新
聞
の
初

穂
と
な
っ
て
い
る
。
彼
は
一
人
息
子
テ
ィ

モ
フ
ェ
イ
を
ア
メ
リ
カ
へ
留
学
さ
せ
た
が

其
の
妻
エ
カ
テ
リ
ナ
も
若
く
し
て
胸
を
患

い
永
眠
し
、
彼
も
妻
を
懐
い
て
帰
国
後
、

永
眠
。
哀
し
く
も
益
田
家
は
継
承
者
を
失

っ
た
。 

 

小
川
一
郎
は
徳
島
の
各
地
、
撫
養

む

や

、
脇

町
、
池
田
地
方
へ
と
足
を
運
ん
だ
。
ワ
ル

ナ
ワ
遅
澤
栄
二
氏
が
徳
島
へ
伝
教
者
と
し

て
派
遣
さ
れ
た
時
、
小
川
一
郎
と
一
緒
に

講
話
に
付
い
て
行
っ
た
時
、
小
川
一
郎
は

丸
木
橋
か
ら
川
へ
転
落
。
遅
澤
は
慌
て
て

司
祭 

ナ
フ
ァ
ナ
イ
ル 

小
川 

卓 
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柳井原ハリストス正教会 

沢
に
下
り
、
流
れ
て
来
る
先
生
を
助
け
た

の
で
あ
っ
た
が
、
彼
、
曰
く
「
何
、
草
履

が
落
ち
た
の
で
拾
っ
た
の
だ
よ
」
と
言
っ

た
と
云
う
話
を
遅
澤
神
父
が
父
に
さ
れ
て

い
た
。
負
け
ず
嫌
い
の
頑
固
者

．
．
．
か
説
得
力

も
強
い
の
に
は
感
服
す
る
と
話
し
て
居
ら

れ
た
そ
う
で
あ
る
。 

 

そ
の
後
、
遅
澤
伝
教
者
は
明
治
二
十
七

年
の
日
清
戦
争
に
出
か
け
る
際
、
ニ
コ
ラ

イ
主
教
に
別
れ
の
挨
拶
に
伺
う
。
主
教
は

彼
の
為
に
祈
祷
し
「
貴
方
は
無
事
帰
還
し

ま
す
、
帰
還
し
た
ら
又
、
教
会
の
為
に
働

き
な
さ
い
。
」
死
に
直
面
し
て
主
教
の
言

葉
は
真
実
で
あ
っ
た
。 

 

遅
澤
栄
二
師
は
昭
和
二
十
五
年
、
司
祭

に
叙
聖
さ
れ
、
四
国
・
中
国
の
伝
道
に
八

十
八
歳
ま
で
従
事
す
る
。
い
や
、
九
十
二

歳
ま
で
柳
井
原
教
会
を
訪
れ
て
い
る
。 

 
 

 

 

話
が
前
後
す
る
が
、
徳
島
初
の
管
轄
司

祭
と
し
て
パ
ウ
ェ
ル
森
田
亮
が
就
任
す

る
。
彼
は
三
十
五
歳
と
云
う
一
番
の
若
さ

で
司
祭
と
な
っ
た
。
司
祭
は
三
十
を
過
ぎ

た
者
と
い
う
規
程
に
基
づ
く
も
の
で
彼
は

伝
教
者
と
徳
島
地
方
を
歩
い
て
「
此
の
様

な
交
通
事
情
の
悪
い
、
凸
凹
の
多
い
所
は

私
に
向
い
て
い
な
い
」
と
ニ
コ
ラ
イ
主
教

に
転
任
を
申
し
出
て
い
る
。
一
年
半
と
い

う
短
い
任
期
で
在
っ
た
。
確
か
に
彼
は
頭

脳
明
晰
で
、
ニ
コ
ラ
イ
主
教
の
補
佐
役
を

勤
め
、
彼
を
痛
悔
司
祭
と
し
て
各
地
の
司

祭
家
族
の
為
に
巡
回
さ
せ
た
。
セ
ル
ギ
イ

主
教
に
な
っ
て
か
ら
は
東
京
・
四
谷
教
会

の
管
轄
司
祭
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
真
木

神
父
が
管
轄
司
祭
と
し
て
赴
任
。
小
川
一

郎
は
徳
島
か
ら
出
る
こ
と
を
決
意
。 

 

明
治
二
十
年
七
月
の
公
会
で
徳
島
の
宿

場
町
、
香
川
・
高
知
へ
通
ず
る
脇
町
で
教

会
を
設
立
し
、
伝
教
者
と
し
て
転
任
を
申

し
出
る
。
ニ
コ
ラ
イ
主
教
は
之
を
許
可
。

此
の
間
、
医
師
の
ル
カ
宮
井
誠
二
、
マ
ル

コ
斎
藤
秦た

い

進し
ん

な
ど
現
在
の
徳
島
教
会
の
基

礎
が
着
実
に
定
着
し
て
い
く
。
神
学
校
へ

も
多
く
の
人
々
を
送
り
撫
養
に
は
富
田
製

薬
の
ニ
コ
ラ
イ
富
田
九
三
郎
が
提
供
し
て

教
会
を
開
き
、
徳
島
出
身
の
伝
教
者
・
ペ

ー
ト
ル

梯
か
け
は
し

小
一
郎
（
後
に
司
祭
）
脇
町

の
近
く
の
榛
原

は
い
ば
ら

か
ら
は
イ
ア
コ
フ
出
原
惣

太
郎
（
後
に
司
祭
）
池
田
か
ら
真
鍋
理
重

な
ど
、
斎
藤
秦
進
も
神
学
校
へ
進
ん
だ
が

盗
難
事
件
が
あ
り
、
他
人
の
罪
を
負
っ
て

帰
徳
、
ド
イ
ツ
へ
留
学
し
て
い
る
。 
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徳島県美馬市脇町(うだつの町並み) 

 

 

  

愛
媛
・
宇
和
島
か
ら
は
山
家

や

ん

べ

神
社
の
子

息
ペ
ー
ト
ル
頼よ

り

行ゆ
き

（
後
に
長
司
祭
）
が
出

家
し
て
入
信
し
て
い
る
。 

 

脇
町
で
は
宣
教
の
傍
ら
、
剣
道
師
範
の

腕
を
持
っ
て
脇
町
中
学
で
剣
道
を
教
え

た
。
到
底
、
給
与
だ
け
で
は
八
人
の
家
族

を
養
う
事
は
出
き
ず
、
子
供
達
を
東
京
と

京
都
の
神
学
校
へ
進
め
た
。
彼
が
脇
町
へ

赴
任
し
た
頃
、
宿
場
町
と
い
う
事
も
あ
り
、

盗
賊
も
多
数
出
没
、
剣
で
は
應
わ
な
い
盗

賊
首
に
「
教
会
へ
来
い
！
」
と
誘
い
、
改

心
さ
せ
、
信
者
に
さ
せ
た
と
云
う
エ
ピ
ソ

ー
ド
も
残
っ
て
い
る
。 

 

県
に
提
出
さ
れ
た
信
徒
数
は
、
日
露
戦

争
後
に
増
加
、
明
治
四
十
二
年
に
百
六
十

名
と
報
告
し
て
い
る
。
二
年
後
は
百
八
十

七
名
と
遂
に
は
徳
島
の
信
徒
数
を
追
い
抜

く
程
で
あ
っ
た
。 

 

明
治
が
終
わ
り
、
大
正
四
年
十
二
月
三

日
、
小
川
一
郎
（
七
十
四
歳
）
の
永
眠
に

よ
り
衰
退
の
一
歩
を
辿
る
。
彼
が
永
眠
し

た
後
、
罪
生
の
祖
父
フ
ェ
オ
ド
ル
公
一
は

神
学
校
を
中
断
、
脇
町
の
教
会
を
維
持
す

る
が
一
年
で
神
学
校
へ
帰
る
。
ワ
シ
リ
イ

武
岡
武
夫
神
父
は
父
・
グ
リ
ゴ
リ
イ
小
川

公
に
何
時
も
「
お
父
さ
ん
は
一
級
上
だ
よ
」

と
話
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
一
年
遅
れ
て

卒
業
し
て
い
る
。 

 

こ
の
時
の
神
学
校
に
於
け
る
ロ
シ
ア
語

は
他
を
抜
き
、
当
時
の
状
況
か
ら
多
く
の

卒
業
生
が
通
訳
官
と
し
て
シ
ベ
リ
ヤ
へ
渡

っ
て
い
る
。
教
会
へ
勤
め
る
に
も
革
命
以

後
、
給
与
が
支
払
え
ず
、
百
名
を
超
え
た

伝
教
者
が
消
え
た
。 

 

徳
島
で
も
パ
ウ
ェ
ル
真
木
神
父
（
明
治

三
十
六
年
、
台
湾
へ
転
任
）
、
パ
ウ
ェ
ル

小
杉
神
父
（
大
正
七
年
）
の
後
、
梯
神
父

の
時
代
は
司
祭
独
り
の
時
代
と
な
り
、
四

国
は
愛
媛
、
高
知
、
香
川
な
ど
徳
島
以
外

の
教
会
は
全
て
姿
を
消
す
事
に
な
る
。
梯

は
撫
養
の
伝
教
者
の
後
、
徳
島
の
司
祭
と

な
り
、
終
戦
の
年
の
二
月
ま
で
在
住
し
た

が
、
病
と
戦
火
の
中
、
司
祭
給
与
を
信
徒

か
ら
集
め
る
の
も
困
難
に
な
り
、
大
阪
府

守
口
市
の
長
男
宅
に
移
っ
た
。
彼
は
自
分

の
死
を
悟
っ
た
か
の
様
に
其
の
朝
、
祭
服

を
付
け
祈
祷
し
、
午
後
永
眠
し
た
。
五
月

三
十
日
、
八
十
一
歳
で
あ
っ
た
。 

  

戦
後
、
昭
和
二
十
二
年
、
大
阪
の
ア
レ

キ
セ
イ
三
谷
武
馬
師
（
高
知
出
身
）
が
司

祭
と
な
り
、
徳
島
を
巡
回
、
二
十
五
年
に

高
松
に
居
ら
れ
た
ワ
ル
ナ
ワ
遅
澤
栄
二
師

が
司
祭
と
な
り
、
岡
山
・
四
国
を
巡
回
す

る
。 
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松山ロシア人墓地 

 

 
そ
の
後
、
大
阪
・
神
戸
の
司
祭
が
巡
回
、

京
都
の
主
教
と
し
て
フ
ェ
オ
ド
シ
イ
永
島

新
二
坐
下
が
大
阪
に
在
住
し
就
任
、
昭
和

四
十
五
年
、
父
・
グ
リ
ゴ
リ
イ
小
川
公
が

輔
祭
に
叙
聖
さ
れ
、
三
年
後
に
司
祭
と
な

り
、
和
歌
山
、
徳
島
、
高
松
を
巡
回
す
る
。 

 

松
山
に
は
大
正
時
代
ま
で
日
露
戦
争
に

よ
る
ロ
シ
ア
人
捕
虜
の
為
の
聖
堂
が
現
在

の
城
の
南
、
全
日
空
ホ
テ
ル
の
傍
に
在
っ

た
が
関
東
大
震
災
に
よ
り
ニ
コ
ラ
イ
堂
が

焼
失
。
駿
河
台
へ
小
聖
堂
と
し
て
移
築
さ

れ
た
。 

 

現
在
、
聖
障
は
大
阪
教
会
に
、
他
の
聖

像
は
ニ
コ
ラ
イ
堂
の
南
北
の
壁
に
掲
げ
ら

れ
て
い
る
。 

        

            

 
 

             

  

現
在
、
九
十
八
名
の
墓
碑
が
在
り
、
松

山
の
観
光
名
所
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い

る
。
ロ
シ
ア
人
墓
地
保
存
会
の
方
々
と
地

元
・
勝
山
中
学
校
の
生
徒
達
の
手
に
よ
り

清
掃
活
動
が
行
わ
れ
、
徳
島
か
ら
は
毎
年

十
一
月
三
日
に
パ
ニ
ヒ
ダ
が
献
じ
ら
れ
て

い
る
。
（
今
年
は
四
日
） 

 

和
歌
山
に
は
イ
リ
ヤ
斎
藤
正
俊
自
給
伝

教
者
が
あ
り
、
復
興
に
努
力
し
た
が
時
代

の
潮
流
に
乗
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。 

 

徳
島
で
も
毎
月
一
回
、
主
日
祈
祷
に
信

徒
家
庭
を
巡
回
し
、
僅
か
八
軒
で
復
興
献

金
を
募
り
、
現
在
の
西
新
浜
町
一
丁
目
に

大
阪
・
ゾ
シ
マ
西
沢
恭
二
兄
の
土
地
を
購

入
す
る
。
此
の
機
運
の
中
、
信
徒
が
五
百

万
を
借
金
す
る
な
ど
の
非
常
な
努
力
に
よ

り
、
昭
和
五
十
五
年
十
月
十
二
日
に
新
聖

堂
が
復
興
し
た
。 
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元
々
、
徳
島
教
会
は
、
現
在
の
お
茶
の

水
に
あ
る
井
上
眼
科
の
郷
里
の
別
宅
を
借

り
て
教
会
と
し
て
い
た
。
聖
公
会
や
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
は
土
地
を
求
め
、
会
堂
を
建

て
た
が
、
正
教
会
は
物
に
執
着
せ
ず
、
何

故
か
借
地
・
借
家
で
あ
っ
た
。
寧
ろ
徳
島

で
は
和
歌
山
の
方
が
信
徒
も
多
く
先
に
教

会
が
建
つ
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
。 

 

和
歌
山
は
戦
前
、
現
在
の
日
赤
病
院
の

前
に
土
地
と
会
堂
が
在
っ
た
が
、
戦
災
に

遭
い
、
戦
後
、
残
念
な
が
ら
有
耶
無
耶
の

中
に
売
却
さ
れ
て
し
ま
う
。
僅
か
五
十
万

円
が
残
り
、
時
の
斎
藤
神
父
夫
人
が
祖
母

の
処
に
相
談
に
来
た
ら
し
い
。
和
歌
山
は

大
阪
教
会
に
頼
り
、
残
金
の
処
遇
を
大
阪

に
納
め
る
と
言
う
の
で
あ
っ
た
が
、
祖
母

は
和
歌
山
に
止
ど
め
積
立
て
る
事
を
提

案
、
小
川
公
が
巡
回
を
始
め
た
時
に
は
百

七
十
万
で
在
っ
た
が
、
現
在
は
預
貯
金
を

含
め
一
千
万
円
を
越
え
る
現
状
に
あ
る
。

現
在
は
信
徒
宅
に
て
年
四
回
の
主
日
代
式

祈
祷
と
、
春
と
秋
に
墓
地
祈
祷
を
行
っ
て

い
る
。
い
つ
か
は
「
聖
堂
．
．
を．
！
」
と
い
う

夢
を
胸
に
抱
い
て
い
る
。 

          

和
歌
山
・
徳
島
・
高
松
の
三
教
会
が
そ

れ
ぞ
れ
復
興
献
金
を
募
り
、
徳
島
は
聖
堂

を
得
た
が
、
信
徒
数
も
少
な
く
、
定
額
献

金
・
聖
餅
献
金
の
額
も
非
常
に
高
額
だ
が
、

徳
島
の
み
な
ら
ず
、
地
方
の
方
々
か
ら
の

多
く
の
献
金
で
支
え
ら
れ
、
自
動
車
の
維

持
費
や
ガ
ソ
リ
ン
代
等
は
司
祭
に
頼
っ
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。 

 

十
数
年
前
に
防
水
工
事
・
聖
堂
の
壁
の

塗
装
を
施
し
た
が
、
最
近
、
司
祭
館
の
二

階
天
井
部
が
崩
落
し
、
修
繕
工
事
が
自
費

に
て
行
わ
れ
た
。
司
祭
館
・
聖
堂
の
劣
化

も
酷
く
、
修
繕
の
為
の
費
用
が
必
要
と
さ

れ
る
模
様
。 
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「
主
の
復
活
」
イ
リ
ナ
山
下
り
ん 

 
 
 
 

 

柳
井
原
教
会
所
蔵 

 「
至
聖
生
神
女
」
イ
リ
ナ
山
下
り
ん 

 
 
 
 

 

徳
島
教
会
所
蔵 

 

  
今
日
で
は
信
徒
の
代
も
か
わ
り
、
信
仰

面
で
も
実
質
面
で
も
之
に
対
応
す
る
一
人

一
人
の
信
仰
の
実
践
が
甘
く
、
実
生
活
の

中
に
優
先
さ
れ
る
事
が
少
な
く
な
っ
た
の

は
残
念
で
あ
る
。
祖
先
の
確
信
に
満
ち
た

信
仰
と
、
此
の
生
命
の
為
の
真
実
を
伝
え

る
正
教
の
信
仰
を
顧
み
て
神
か
ら
特
別
に

与
え
ら
れ
た
尽
き
る
事
の
な
い
愛
を
心
に

認
め
、
参
祷
に
励
む
こ
と
を
願
い
た
い
。 

 

二
〇
二
〇
年
一
〇
月
、
徳
島
教
会
は
聖

堂
建
立
四
〇
年
！ 

 

長
司
祭
グ
リ
ゴ
リ
イ
小
川
公
は
輔
祭
を

含
め
、
叙
聖
五
〇
年
！ 

 

父
、
小
川
公
は
病
気
療
養
中
で
は
あ
る

が
徳
島
・
高
松
・
和
歌
山
・
柳
井
原
の
信

徒
に
と
っ
て
精
神
的
支
柱
に
あ
る
こ
と
は

誰
も
が
承
知
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
か

ら
も
大
き
な
愛
を
以
て
、
全
力
で
皆
様
と

共
に
一
歩
一
歩
、
歩
ん
で
参
り
た
い
。
又
、

ご
加
祷
を
願
い
た
い
。 

 

お
話
の
最
後
に
セ
ル
ギ
イ
府
主
教
の
口

述
を
記
し
た
い
。
「
教
会
は
、
土
地
や
建

物
が
在
る
か
ら
教
会
で
は
な
く
、
貴
方
々

一
人
一
人
が
集
い
、
一
体
と
な
り
神
に
祈

る
所
が
教
会
で
す
。
聖
堂
を
建
て
る
の
は

神
の
尽
き
る
事
の
な
い
愛
を
以
て
、
聖
所

を
設
け
、
主
が
教
え
ら
れ
た
聖
体
礼
儀
を

執
行
し
、
信
徒
．
．
の．
為．
に
記
憶
し
、
霊
の
憩

う
所
で
も
あ
る
自
ら
の
家
庭
を
維
持
す
る

如
く
、
自
ら
の
教
会
を
維
持
し
ま
し
ょ
う
。

人
々
の
救
い
の
為
、
永
遠
の
生
命
の
為
に
、

神
の
教
会
を
愛
し
ま
し
ょ
う
！
」 

 

  

「
愛
は
絶
え
る
こ
と
が
な
い
！
」 

 
 

 
 

 

コ
リ
ン
フ
前
一
三
・
八 

   

      

                          



- 14 - 

 

  

一
九
一
七
年
に
起
こ
っ
た
ロ
シ
ア
革
命
を

逃
れ
て
多
数
の
ロ
シ
ア
人
が
ロ
シ
ア
国
外
へ

と
脱
出
し
た
。中
国
の
上
海
に
は
イ
ギ
リ
ス
や

フ
ラ
ン
ス
の
租
界
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、革
命

後
、
多
く
の
ロ
シ
ア
人
が
移
住
し
、
一
時
は
二

万
人
以
上
が
住
ん
で
い
た
と
い
う
。一
九
四
九

年
の
中
国
に
お
け
る
共
産
主
義
国
家
の
成
立

以
降
、
ロ
シ
ア
人
は
さ
ら
な
る
移
住
先
を
求
め

て
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
て

い
っ
た
た
め
、
今
で
は
上
海
在
住
の
ロ
シ
ア
人

は
少
数
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
一
時
期
、
少
な

く
な
い
ロ
シ
ア
人
が
生
活
し
た
痕
跡
は
今
も

上
海
に
い
く
つ
か
残
っ
て
い
る
。
今
回
、
七
月

三
日
の
南
通
市
で
の
ギ
リ
シ
ャ
船
の
新
船
成

聖
の
前
後
に
た
ど
っ
た
上
海
に
残
る
ロ
シ
ア

の
痕
跡
に
つ
い
て
報
告
す
る
。 

 

ロ
シ
ア
正
教
会
の
聖
堂 

 
 

 

上
海
に
は
一
九
三
○
年
代
に
七
つ
の
ロ
シ

ア
正
教
会
の
聖
堂
が
あ
っ
た
と
い
う
が
、現
在

残
っ
て
い
る
の
は
二
つ
で
あ
る
。 

 

①
聖
母
大
堂 

上
海
市
新
楽
路
五
五
号
。上
海

在
住
の
ロ
シ
ア
人
正
教
徒
の
献
金
に
よ
っ
て

一
九
三
六
年
二
月
に
建
設
さ
れ
た
。
五
つ
の
ド

ー
ム
を
持
つ
主
教
座
教
会
だ
っ
た
。
一
九
六
二

年
、中
国
人
主
教
の
永
眠
に
と
も
な
っ
て
宗
教

活
動
を
停
止
し
た
。以
後
は
倉
庫
な
ど
に
使
わ

れ
て
お
り
、
最
近
に
な
っ
て
歴
史
建
造
物
と
し

て
修
復
さ
れ
て
い
る
が
、内
部
は
非
公
開
で
あ

る
。
堂
内
の
フ
レ
ス
コ
画
の
ほ
と
ん
ど
は
文
化

大
革
命
の
際
に
破
壊
さ
れ
た
が
、
ド
ー
ム
天
井

の
フ
レ
ス
コ
画
は
漆
喰
で
塗
り
固
め
ら
れ
て

い
た
の
で
、
漆
喰
が
剥
が
さ
れ
て
修
復
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 
②
聖
ニ
コ
ラ
イ
教
堂 

上
海
市
皋
蘭
路
一
六

号
。一
九
三
四
年
三
月
成
聖
。ヤ
ー
ロ
ン
設
計
。

一
九
五
五
年
八
月
に
閉
鎖
さ
れ
る
。
帝
政
ロ
シ

ア
最
後
の
皇
帝
ニ
コ
ラ
イ
二
世
を
記
念
し
て

命
名
さ
れ
て
い
る
。
以
前
は
レ
ス
ト
ラ
ン
と
し

て
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
閉
鎖
さ
れ
て

い
る
。 

        

ロ
シ
ア
総
領
事
館 

 
 

 

上
海
市
黄
浦
路
二
十
号
。
一
九
一
六
年
、
ド

イ
ツ
人
建
築
士
に
よ
っ
て
設
計
さ
れ
た
世
紀

末
折
衷
様
式
の
建
物
で
あ
る
。ロ
シ
ア
総
領
事

館
は
一
八
九
六
年
に
設
置
さ
れ
、一
九
一
七
年

に
こ
の
地
に
移
転
し
て
い
る
。一
九
六
○
年
代

の
中
ソ
対
立
時
に
は
閉
鎖
さ
れ
て
い
た
が
、一

九
八
六
年
に
ソ
連
総
領
事
館
と
し
て
再
開
、現

在
は
ロ
シ
ア
総
領
事
館
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
る
。 

 

上
海
に
お
け
る
ロ
シ
ア
料
理 

  

上
海
は
日
本
で
い
え
ば
横
浜
や
神
戸
の
よ

う
な
開
港
地
で
あ
っ
た
た
め
に
、
欧
米
文
化
の

司
祭 

グ
リ
ゴ
リ
イ 

伊
藤
慶
郎 
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影
響
が
強
く
、
洋
食
文
化
が
定
着
し
て
い
る
。

代
表
的
な
ロ
シ
ア
料
理
と
し
て
、ポ
テ
ト
サ
ラ

ダ
と
ボ
ル
シ
チ
が
あ
り
、日
常
的
に
家
庭
で
供

せ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

①
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ 
オ
リ
ビ
エ
サ
ラ
ダ
が
原

形
と
思
わ
れ
る
。角
切
り
の
ゆ
で
じ
ゃ
が
い
も

と
プ
レ
ス
ハ
ム
と
グ
リ
ン
ピ
ー
ス
を
マ
ヨ
ネ

ー
ズ
で
和
え
た
も
の
。
素
朴
な
味
。 

 

②
ボ
ル
シ
チ 

羅
宋
湯
（
ロ
シ
ア
ス
ー
プ
）
と

呼
ば
れ
る
。
焼
き
豚
、
じ
ゃ
が
い
も
、
タ
マ
ネ

ギ
、
ト
マ
ト
が
入
っ
た
ト
マ
ト
ス
ー
プ
。
ビ
ー

ツ
が
入
っ
て
い
な
い
の
で
、と
て
も
ボ
ル
シ
チ

と
は
呼
べ
ず
、む
し
ろ
ミ
ネ
ス
ト
ロ
ー
ネ
に
近

い
。 

作
り
方
（
想
像
） 

焼
き
豚
を
薄
切
り
、
じ
ゃ

が
い
も
を
角
切
り
、ト
マ
ト
と
タ
マ
ネ
ギ
を
く

し
切
り
に
し
て
、

ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス

と
水
で
煮
込
み
、

塩
、
こ
し
ょ
う
で

味
付
け
す
る
。 

は
っ
き
り
い
っ
て

あ
ま
り
お
勧
め
し

ま
せ
ん
。 

 

永
遠
の
記
憶 

 

函
館
正
教
会
、
神
僕
長
司
祭
ニ
コ
ラ
イ
・

ド
ミ
ー
ト
リ
エ
フ
師
、
六
月
一
三
日
夜
九
：

五
二
、
永
眠
、
急
性
心
臓
疾
患
、
五
九
歳
。

一
七
日
（
月
）
通
夜
パ
ニ
ヒ
ダ
、
一
八
日
（
火
）

午
前
に
司
祭
埋
葬
式
が
、
セ
ラ
フ
ィ
ム
大
主

教
座
下
ご
司
祷
、
東
日
本
教
区
の
司
祭
の
陪

祷
さ
れ
る
中
、
函
館
復
活
聖
堂
に
て
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。
西
日
本
で
は
以
前
、
二
〇
〇

七
年
よ
り
一
年
間
、
神
戸
正
教
会
を
管
轄
。

教
区
か
ら
弔
電
を
送
信
し
ま
し
た
。
心
よ
り

安
息
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

             

                         

 

 

ありがとうございました。                
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 半田ハリストス正教会、半田市の有形文化財へ 

 半田ハリストス正教会の聖堂（聖イオアン・ダマスキン聖堂）とイコノスタスが 6月 21日付で

半田市の有形文化財に指定されました。 

 聖堂はパウエル三澤為勝が資金と土地を献納して、1911年 9月着工、1913年 4月に竣工しまし

た。以後、1948年に改修が加えられ、外壁が漆喰から板張りに変更された他はほぼ原形をとどめ

ています。 

 イコノスタスは王門のイコンに「1880」の数字が書き込まれており、同年、ロシアにおいてサ

ンクトペテルブルグのカザン大聖堂のイコノスタスをモデルとして制作されたと考えられます。

1903年豊橋教会の建設にあたっていたモイセイ河村伊蔵がイコノスタスの建築に指示を与えたと

いうことです。また上段のイコンは満州大連のロシア領事館内の小聖堂のイコンが日露戦争後に

譲渡されたとも伝えられていますが、詳細は今を持って不明です。 

 昨年(2018 年）5 月に半田市より文化財指定に向けての説明があり、8 月に聖堂の、9 月にイコ

ノスタスの専門家による調査が行われました。その後、各種の審議会、市議会での審査を経て、

このたびの貴重な価値ある文化財であるとの決定がなされました。 

 先人が遺したこのすばらしい文化財を、信徒のみならず半田市民の財産として、維持管理する

努力が今後とも求められています。 

 

 

 

 

 

 

教区の今後の予定 

◎生神女庇護祭 合同聖体礼儀、連続講座 

日時：10月 14日(月・祝)午前 10時から 会場：大阪ハリストス正教会 

講師：司祭ワシリイ杉村太郎師  ※食事は各自で用意してください。 

◎秋のコンサート(教区主催、関西盲導犬協会協賛) 

日時：10月 27日 14時半～15時半 会場：教区センター(京都ハリストス正教会) 

◎特別講演会 『アウグスティヌスについて』(仮) 

日時：11月 4日(月・祝)13時から 15時 会場：教区センター(京都ハリストス正教会) 

講師：片柳榮一先生  入場無料 

◎広島地区宣教祈祷集会(聖体礼儀、宣教講演) 

日時：11月 24日(日・祝) 10時から聖体礼儀 会場：袋町学区会館 

             

書籍の紹介 

◎パウェル及川信著『聖書人物伝』 近日発行予定！ 

 

 


